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(様式２－１）

平成２７年度　決算報告書

国立大学法人広島大学

差　　　額

（決算－予算）

 収入 　 　 　

運営費交付金 26,007 26,545 538 （注 1）

施設整備費補助金 1,367 1,367 0

船舶建造費補助金 - - -

補助金等収入 2,638 2,223 △ 415 （注 2）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 110 110 -

自己収入 36,374 37,698 1,324

授業料、入学料及び検定料収入 8,583 8,630 47 （注 3）

附属病院収入 27,182 28,472 1,290 （注 4）

財産処分収入 - - -

雑収入 609 596 △ 13 （注 5）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 5,616 6,157 541 （注 6）

引当金取崩 465 385 △ 80 （注 7）

長期借入金収入 - - -

貸付回収金 - - -

目的積立金取崩 49 49 0

計 72,626 74,534 1,908

 支出

業務費 61,461 62,104 643 （注8）

教育研究経費 34,996 35,641 645

診療経費 26,465 26,463 △ 2

施設整備費 1,477 1,477 0

船舶建造費 - - -

補助金等 2,638 2,229 △ 409 （注9）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 5,616 5,910 294 （注10）

貸付金 - - -

長期借入金償還金 1,434 1,434 0

国立大学財務・経営センター施設費納付金 - - -

計 72,626 73,154 528

収入　－　支出 - 1,380 1,380

　　　　　　　 （単位：百万円）

区　　分 予　算　額 決　算　額 備　　　考



○ 予算と決算の差異について

（注 1）

（注 2）

（注 3）

（注 4）

（注 5）

（注 6）

（注 7）

（注 8）

（注 9）

（注10）

運営費交付金については，前年度からの繰越金を計上したこと並びに特別運営費交付金(「学長のリーダーシッ
プの発揮」を更に高めるための特別措置枠，年俸制導入促進費，教育改善推進枠)及び特殊要因運営費交付金
（退職手当）が追加交付されたことにより，予算額に比して決算額が538百万円多額となっています。

補助金等収入については，補助金の新規採択等が予算段階の見込額を下回ったことにより，予算額に比して決
算額が415百万円少額となっています。

授業料，入学料及び検定料収入については，修士課程に係る授業料収入及び入学料収入の増等により，予算
額に比して決算額が47百万円多額となっています。

附属病院収入については，入院患者数等の増に伴う病床稼働率の向上，高度な医療の提供等に伴う入院診療
単価及び外来診療単価の増により，予算額に比して決算額が1,290百万円多額となっています。

雑収入については，財産貸付料収入が予算段階の見込額を下回ったことにより，予算額に比して決算額が13百
万円少額となっています。

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については，受託研究等の受入額の増により，予算額に比して決算額
が541百万円多額となっています。

引当金取崩については，予算段階の見込より少なく取り崩しを行ったため，予算額に比して決算額が80百万円
少額となっています。

業務費については，管理的経費の支出減の一方で，人件費及び営繕経費の増等に伴う教育研究経費の増によ
り，予算額に比して決算額が643百万円多額となっています。

（注 2）に示した理由により，予算額に比して決算額が409百万円少額となっています。

（注 6）に示した理由により，予算額に比して決算額が294百万円多額となっています。
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